
JP 4104333 B2 2008.6.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ワイヤレスシステムによってサポートされる移動局（３５６）にインターオペラビ
リティ機能を提供するためにインターオペラビリティ装置を利用する方法において、前記
第１ワイヤレスシステムは異なる技術ファミリを有する第２ワイヤレスシステム（５０２
）に結合しており、
　第２ワイヤレスシステムから来る呼を移動局へ配送するために情報をルート付けるイン
ターオペラビリティ装置にて第２ワイヤレスシステムからのリクエストを受信するステッ
プと、前記呼が第１ワイヤレスシステムによって前記移動局へ配送できるかどうかをイン
ターオペラビリティ装置（４６８）によって確認するステップとを含む前記方法において
、
　移動局に対するサービスが第２ワイヤレスシステムから要求される呼のタイプの受信を
含まないということを示す移動局の登録状態に基づいて、前記呼を移動局へ配送できない
ことをインターオペラビリティ装置（４６８）によって判断するステップと、
　前記呼を移動局へ配送できないという判断に応答して、インターオペラビリティ装置（
４６８）によって失った呼メッセージを生成するステップと、
　前記失った呼メッセージを移動局へ送信するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記判断するステップは、前記呼のリクエストが音声呼
用であること、および移動局が、音声呼の受信を含まないサービスに対して第１ワイヤレ
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スシステム（４１０）により登録されることを判断する方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、移動局（３５６）はＧＰＲＳ専用通信用の第１ワイヤレ
スシステムによってサポートされている方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、前記生成するステップは、発呼者の識別の情報を含む、
失った呼メッセージを生成することを含む方法。
【請求項５】
　請求項１記載の方法において、前記判断するステップは、移動局が音声呼を受け入れる
ことができるかどうかを判断するために第１ワイヤレスシステム（４１０）で移動局（３
５６）の登録状態を監視することを含む方法。
【請求項６】
　第１ワイヤレスシステム（４１０）によってサポートされる移動局（３５６）にインタ
ーオペラビリティ機能を提供するインターオペラビリティ装置において、前記第１ワイヤ
レスシステムは異なる技術ファミリを有する第２ワイヤレスシステム（５０２）に結合し
ており、第２ワイヤレスシステムから来る呼を移動局へ配送するために情報をルート付け
るインターオペラビリティ装置にて第２ワイヤレスシステムからのリクエストを受信する
手段と、前記呼が第１ワイヤレスシステムによって前記移動局へ配送できるかどうかをイ
ンターオペラビリティ装置（４６８）によって確認する手段とを含む前記インターオペラ
ビリティ装置において、
　移動局のためのサービスが第２ワイヤレスシステムから要求される呼のタイプの受信を
含まないことを示す移動局の登録状態に基づいて、前記呼を移動局へ配送できないことを
インターオペラビリティ装置（４６８）によって判断する手段と、
　前記呼を移動局へ配送できないという判断に応答して、インターオペラビリティ装置（
４６８）によって失った呼メッセージを生成する手段と、
前記失った呼メッセージを移動局へ送信する手段とを含むことを特徴とするインターオペ
ラビリティ装置。
【請求項７】
　請求項６記載のインターオペラビリティ装置において、前記判断する手段は、前記呼の
リクエストが音声呼用であること、および移動局が、音声呼の受信を含まないサービスに
対して第１ワイヤレスシステム（４１０）で登録されることを判断することを含むインタ
ーオペラビリティ装置。
【請求項８】
　請求項７記載のインターオペラビリティ装置において、移動局（３５６）はＧＰＲＳ専
用通信用の第１ワイヤレスシステムによってサポートされているインターオペラビリティ
装置。
【請求項９】
　請求項６記載のインターオペラビリティ装置において、前記生成する手段は、発呼者の
識別の情報を含む、失った呼メッセージを生成することを含むインターオペラビリティ装
置。
【請求項１０】
　請求項６記載のインターオペラビリティ装置において、前記判断する手段は、移動局が
音声呼を受け入れることができるかどうかを判断するために第１ワイヤレスシステム（４
１０）で移動局（３５６）の登録状態を監視することを含むインターオペラビリティ装置
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電気通信システムに関し、特に、無線インタフェース、呼モデル、あるいはそ
の他のプロトコルに関して相異なる技術ファミリを用いた電気通信システム間における一
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定のサービスのインターワーキングおよびインターオペラビリティを提供するシステムお
よび方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
多くのワイヤレス電気通信加入者には、自己のホームシステム以外の電気通信システムで
も自己のワイヤレス端末を使用したいという要望がある。加入者はまた、既存の加入権を
用いて、自己のホームシステム以外の電気通信システムを通じて、アクセス時の端末が自
己の通常の電気通信端末であるかどうかにかかわらず、電気通信サービスにアクセスした
いという要望もある。この要求は、加入者が旅行しているときや、自己のホームシステム
のサービスエリアの外部にいるときに、頻繁に生じる。このため、電気通信システム製造
業者およびシステム事業者は、端末とサービング（サービスを提供する）システムが互換
であれば、加入者が、自己のホームシステムではないシステムを介して自己の電気通信端
末および加入権を用いてサービスを受けることを可能にする設備を開発してきた。この機
能はしばしば「ローミング」と呼ばれる。
【０００３】
ローミング加入者にサービスを提供することは、サービングシステムとホームシステムが
同一の技術を使用しているときであっても困難であるが、サービングシステムがホームシ
ステムで用いられているものとは異なる無線インタフェースや呼モデルの技術ファミリを
用いて実装されている場合には、メッセージプロトコル、呼モデル、ならびに基礎となる
システムの基本的な構造および設備における根本的な相違により、このようなシステム間
のインターワーキングを提供する際には特別の困難が生じる。さらに、これらの相違は、
ある範囲の旧式の技術を含むネットワークに新たな技術が導入され、新旧の技術が相互作
用（インターワーキング）することが必要となるにつれて、時間とともに激化する。
【０００４】
図１に、２つのワイヤレスシステムの選択されたコンポーネントの相互接続のための知ら
れている構成１００を示す。一方のシステムは、従来の北米ワイヤレス技術（アナログセ
ルラ（ＡＭＰＳ）、ＴＤＭＡ、ＣＤＭＡなどのような）のうちの１つを用いた「サービン
グ」システム１１０であり、他方は「ホーム」ＧＳＭシステム１１２である。「ドメステ
ィックワイヤレス」（ＤＷ：domestic wireless）という用語は、上記のものを含むがそ
れには限定されない、北米で用いられるワイヤレス無線インタフェースおよび呼モデルの
標準のうちの任意のものを指すことを意図している。図示されているコンポーネントは、
「サービング」ドメスティックワイヤレス型システム１１０のサービスエリア内で、ＧＳ
Ｍシステム１１２のホーム加入権を有するＤＷ移動局（ＭＳ：mobile station）１１４に
サービスを提供するために、システム間の一定のインターワーキングに必要なものを例示
するために選択されている。理解されるように、サービングＤＷシステム１１０とホーム
ＧＳＭシステム１１２はいずれも音声機能を有する。一般に、移動局１１４は、（ＧＳＭ
以外の）ＤＷ標準のうちの１つ以上のものと互換性があり、かつ、ＧＳＭ標準とも互換性
のあるデュアルモード端末である。移動局１１４は、無線リンク１１８、無線基地局装置
（図示せず）、および、基地局装置をＭＳＣ／ＶＬＲ１１６に接続するリンクを介して、
ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲと通信する。破線１２０は、２つのシステム１２０と１１２の間の
境界を表す。システム間のインターワーキングを提供するために、ＤＷシステム１１０は
、ＧＳＭシステム１１２と通信しなければならない。当業者に知られているように、ＧＳ
Ｍシステム１１２は、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲエミュレーション機能１２６に接続された
、ＤＷシステム１１０と互換性のあるＨＬＲエミュレーション機能１２４を含む、インタ
ーワーキング・インターオペラビリティ機能（ＩＩＦ：Interworking and Interoperabil
ity Function）１２２を提供することが可能である。これらの要素に用いた「機能」とい
う用語は、「機能コンポーネント」と等価であることを意図している。ＩＩＦ１２２は、
適当なシグナリングリンクを介してＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１１６に接続される。このシグ
ナリングリンクは、オプションとして、信号転送ポイント（ＳＴＰ）１２８を含むことも
可能である。
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【０００５】
ＩＩＦ１２２のＨＬＲエミュレーション機能１２４は、ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１１６にと
って、他のＤＷ　ＨＬＲと同じように見える。これはすなわち、ＩＩＦ１２２のＨＬＲエ
ミュレーション機能１２４は、ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１１６にとって多かれ少なかれ透過
的に、このようなＨＬＲの機能を提供するように見えるということである。ＩＩＦ１２２
のＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲコンポーネント１２６も同様に、ＧＳＭネットワーク１１２内
では、他のＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲと同じように見える。ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１２６
は、ＧＳＭ　ＨＬＲ１３０に接続される。こうして、ＩＩＦ１２２は、ＤＷ　ＭＳＣ／Ｖ
ＬＲ１１６がＩＩＦ１２２と通常の登録、呼処理およびその他のトランザクションを実行
することを可能にするように、シグナリングプロトコル、呼モデル、およびその他の必要
な翻訳を提供する。ＩＩＦ１２２がＤＷ　ＨＬＲの機能を実行するためにＧＳＭネットワ
ーク１１２から情報またはその他の資源を必要とする限りにおいて、ＧＳＭ　ＭＳＣ／Ｖ
ＬＲコンポーネント１２６は、それらの資源を直接に管理することも、ＧＳＭ　ＨＬＲ１
３０のような他の要素にそれらを要求することも可能である。
【０００６】
当業者に知られているように、ＭＳ１１４は、ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１１６に登録を行い
（メッセージ１３２）、ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ１１６は、適当な登録通知（ＲＥＧＮＯＴ
）メッセージ１３４（あるいは、ＳＴＰ１２８が使用される場合にはメッセージ１３４ａ
および１３４ｂ）をＩＩＦ１２２に伝達し、ＩＩＦ１２２は、必要な翻訳を実行し、さら
に、その結果得られるＧＳＭプロトコル登録メッセージ１３６をＧＳＭ　ＨＬＲ１３０に
伝達する。確認応答（図示せず）があれば、同様にして、逆方向に伝えられ翻訳される。
【０００７】
図２に、サービングシステム２１０とホームシステム２１２が逆になっていることを除い
ては図１のものと同様の構成２００を示す。すなわち、図２において、サービングシステ
ム２１０はＧＳＭシステムであり、ホームシステム２１２はＤＷシステムである。理解さ
れるように、サービングＧＳＭシステム２１０とホームＤＷシステム２１２はいずれも音
声機能を有する。ＭＳ２１４は、デュアルモードまたはマルチプルモード移動機であるか
、または、加入者のホームＤＷ加入権に対応する加入者識別モジュール（ＳＩＭ：Subscr
iber Identity Module）を含むＧＳＭ専用移動機であり、通常のＧＳＭプロトコルを用い
て登録を行う（メッセージ２３２）。ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ２１６は、例えば位置更新
メッセージ２３４を、インターワーキング・インターオペラビリティ機能（ＩＩＦ）２２
２に送信する。
【０００８】
図２のＩＩＦ２２２は、ＧＳＭ　ＨＬＲ（または適当なエミュレータ）２２４と、ＤＷ　
ＭＳＣ／ＶＬＲ（または適当なエミュレータ）２２６を含む。ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ２２
６は、必要に応じてＤＷプロトコルを用いてメッセージを翻訳し（例えば、適当な登録通
知メッセージ２３６を作成することが可能である）、それをＤＷ　ＨＬＲ２３０に送信す
る。この場合、ＧＳＭ認証機能は複雑であり、ＤＷ　ＨＬＲ２３０によってサポートされ
ないため、ＧＳＭ　ＨＬＲ２２４は認証機能も実行しなければならない。しかし、ＤＷ　
ＨＬＲ２３０は、移動局の登録に関連する他の通常の機能は実行することが可能である。
ＤＷ　ＨＬＲ２３０によって生成される確認応答２３８があれば、逆方向に送信され翻訳
される。
【０００９】
当業者に知られているように、ＧＳＭシステム２１０内をローミング中のＭＳ２１４への
呼は、最初に、ホームＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ（図示せず）に配送され、このホームＤＷ　
ＭＳＣ／ＶＬＲは、ＤＷ　ＨＬＲ２３０を参照して、ＭＳ２１４の位置を決定し、最終的
な配送のために呼をＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ２１６に送るのに必要なルーティング情報を
提供する。この場合、ＤＷ　ＨＬＲ２３０は、ＩＩＦ２２２のＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲエミ
ュレーティングコンポーネント２２６に、一時ローカルディレクトリ番号（ＴＬＤＮ：Te
mporary Local Directory Number）を問い合わせ、ＩＩＦ２２２は、ＧＳＭ　ＭＳＣ／Ｖ
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ＬＲ２１６に、移動加入者ローミング番号（ＭＳＲＮ：Mobile Subscriber Roaming Numb
er）を問い合わせることになる。ＩＩＦ２２２は、ホームＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲが呼をＧ
ＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ２１６に送ることができるように、受け取ったＭＳＲＮをＴＬＤＮ
としてホームＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲに送る。
【００１０】
これらのプロセスは、移動局２１４およびＧＳＭネットワーク２１０がいずれも、音声／
回線機能を有することを仮定している（ただし、これらはパケットＧＰＲＳ機能を有する
ことも可能である）。その場合、ＧＳＭ　ＨＬＲ２２４、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ２１６
、およびＤＷ　ＨＬＲ２３０は、呼の着信を含めて、移動局２１４に電気通信サービスを
提供するのに必要な従来のモビリティ管理およびその他の機能を提供することが可能であ
る。
【００１１】
しかし、加入者は、ＧＳＭシステム２１０からの音声／回線サービスを利用することはで
きなくても、ＧＰＲＳサービスが利用可能であってローミングが可能であれば、それを利
用したいと考える場合がある。例えば、加入者は、ＧＰＲＳ（すなわち、パケットデータ
）サービスは利用可能であるがＧＳＭサービス（すなわち、回線音声およびデータ）は利
用可能でないエリアにいる場合がある。同様に、旅行中には、ＧＰＲＳシステムとは互換
性があるがＧＳＭシステムとは互換性のない移動局あるいは端末が加入者にとって利用可
能な場合がある。例えば、そのような移動局は、音声機能のないワイヤレス携帯情報端末
（ＰＤＡ）である。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
残念ながら、図２のＤＷ　ＨＬＲ２３０のような従来のＤＷ　ＨＬＲは、回線交換音声ま
たはデータのデバイスのみをサポートするように構成されている。このようなＤＷ　ＨＬ
Ｒは、ＧＰＲＳ専用またはパケット専用モードの端末や、ＧＰＲＳまたはパケット機能の
みを有する端末の登録を収容するように装備されていない。このため、従来のＤＷ　ＨＬ
Ｒには、ＧＰＲＳ専用またはパケット専用の登録がわからない。その結果、従来のＤＷ　
ＨＬＲは、ＧＰＲＳ専用またはパケット専用の移動局に関する一定のサービスを実行する
ことができない。
【００１３】
従来のＤＷ　ＨＬＲが実行することができないサービスの１つは、到来するショートメッ
セージサービス（ＳＭＳ：Short Message Service）のメッセージが移動局に着信するこ
とを可能にするための、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ：Serving GPRS S
upport Node）の識別である。一般に、このようなメッセージは、最初にＤＷネットワー
クのメッセージセンタ（ＭＣ：message center）要素に送られ、この要素は、ＤＷ　ＨＬ
Ｒ２３０に接続されている。ＤＷネットワークでは、移動局は、パケット専用の登録をし
ようとせず、むしろ、この移動局は、ＤＷ　ＨＬＲ２３０と互換性のあるように登録を行
う。ＤＷネイティブのローミング中のＧＰＲＳ専用またはパケット専用端末がＧＳＭネッ
トワーク２１０で登録を行うとき、ホームネットワーク２１２内のＤＷ　ＨＬＲ２３０に
は、このような登録に関する情報を受け入れる設備がなく、特に、サービングＧＰＲＳ　
ＳＧＳＮの識別を記憶しておく設備がない。このため、ＳＭＳメッセージがＤＷネットワ
ーク２１２のメッセージセンタに到着した場合、ＤＷ　ＨＬＲ２３０は、ＳＭＳメッセー
ジが移動局への配送のためにサービングＳＧＳＮに転送されることを可能にするルーティ
ング情報を提供することができない。
【００１４】
したがって、本発明の目的は、従来技術のシステムの上記の欠点を最小にするインターワ
ーキング・インターオペラビリティ機能を提供することである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
本発明の特徴によれば、サービングＧＳＭあるいはＧＰＲＳシステムと、ある一定の「ド
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メスティックワイヤレス」システムとのインターワーキングおよびインターオペラビリテ
ィを可能にする電気通信システムコンポーネントおよびそれとともに用いられる方法が提
供される。本発明によれば、このようなドメスティックワイヤレスシステムをホームとす
るが、ＧＰＲＳ専用モードでサービングシステムに登録されている移動局は、サービング
システムからサービスを受けることが可能となる。「ドメスティックワイヤレス」（ＤＷ
）という用語は、一般に北米で用いられているＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、およびアナログセル
ラシステムのＡＮＳＩまたはそれと同等の標準と互換性のある、あるいは他の同様のシス
テムと互換性のある、非ＧＳＭシステムを指すことを意図している。このシステムは、サ
ービングＧＰＲＳネットワークとホームネットワークの間のインターワーキングおよびイ
ンターオペラビリティに必要な一定の機能およびサービスを提供する、ＧＰＲＳインター
ワーキング・インターオペラビリティ機能コンポーネント（以下、ＩＩＦという）を有す
る。
【００１６】
ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、ＧＰＲＳ　ＨＬＲの機能を提供し、または、その機能をエミュレー
トするとともに、他のＧＰＲＳ　ＨＬＲとは本質的に区別できないように、サービングＧ
ＰＲＳシステムとインタフェースする、ＧＰＲＳ　ＨＬＲコンポーネントを有する。ＧＰ
ＲＳ　ＩＩＦはまた、通常のショートメッセージサービス・サービスセンタ（ＳＭＳ－Ｓ
Ｃ：short message service-service center）の機能を提供し、またはエミュレートする
、ＧＰＲＳ　ＳＭＳ－ＳＣコンポーネントを有する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦはさらに、ＡＮＳ
Ｉ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲの機能を提供し、またはその機能をエミュレートするとともに
、他のＡＮＳＩ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲとは本質的に区別できないように、ホームＡＮＳ
Ｉ／ＤＷシステムとインタフェースする、ＡＮＳＩ／ＤＷ移動通信交換センタ／在圏ロケ
ーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬＲ：mobile switching center/visitor location regis
ter）コンポーネントを有する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦはさらに、ＡＮＳＩ／ＤＷシステムの
メッセージを、ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムの機能的に等価なメッセージに、およびその逆
に翻訳するとともに、システム間の翻訳を実行するために必要に応じて状態情報を管理す
る設備を有する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、ＧＳＭ　ＩＩＦと協調して動作することが可能で
あり、いくつかの実施例では、ＧＰＲＳ　ＩＩＦおよびＧＳＭ　ＩＩＦの機能は、単一の
ＩＩＦユニットに統合あるいは結合される。
【００１７】
本発明の特徴によれば、ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、ＡＮＳＩ／ＤＷをホームとする移動局によ
る、ＧＰＲＳ専用モードでのＧＳＭ／ＧＰＲＳまたはＧＰＲＳ専用システムへの登録ある
いはアタッチ(attach)を収容する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、加入者がＧＰＲＳ専用またはパ
ケット専用モードでＧＰＲＳネットワークにアタッチしようとしていることを検出する。
ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、これに応答して、ＤＷ　ＨＬＲに、音声または回線サービス機能を
有する移動局の登録をシミュレートして、ＤＷネットワークの回線交換プロトコルによる
適当な登録通知メッセージを送信する。これを行う際に、ＧＰＲＳ　ＩＩＦは、移動局が
登録をしたときにＧＳＭ移動通信交換センタ／在圏ロケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬ
Ｒ）を識別するために通常用いられるフィールドで、移動局が登録をしたときの対応する
サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）の識別を、ＤＷ　ＨＬＲに提供する。そ
の結果、ＤＷ　ＨＬＲは、ＧＰＲＳ専用またはパケット専用で登録をした移動局に関する
情報を、それがあたかも普通通りに登録をした通常の音声または回線サービス機能を有す
る移動局であるかのように管理する。しかし、ＤＷＨＬＲは、加入者を、ＩＩＦのＭＳＣ
／ＶＬＲエミュレーティングコンポーネントに登録をしているものとして扱う。その後、
移動局のための呼配送またはＳＭＳ配送アテンプト（試行）が、ＤＷ　ＨＬＲへの問合せ
を引き起こした場合、ＤＷ　ＨＬＲは、前に登録手続き中にＩＩＦから受け取った、ＳＧ
ＳＮに対応するＧＰＲＳ　ＩＩＦ／ＭＳＣ／ＶＬＲのアドレスを、ＭＳＣ識別子として提
供する。
【００１８】
本発明のもう１つの特徴によれば、サービングＧＰＲＳネットワークを通じて加入者にＳ
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ＭＳ型メッセージが着信することを可能にする、電気通信システムコンポーネントおよび
それとともに用いられる方法が提供される。本発明によれば、加入者は、異なる技術ファ
ミリまたはプロトコルのネットワークをホームとし、加入者は、ＧＰＲＳ専用またはパケ
ット専用モードで登録される。移動局のための呼配送またはＳＭＳ配送アテンプトが、Ｄ
Ｗ　ＨＬＲへの問合せを引き起こした場合、ＤＷ　ＨＬＲは、前に登録手続き中にＩＩＦ
から受け取った、ＳＧＳＮに対応するＧＰＲＳ　ＩＩＦ／ＭＳＣ／ＶＬＲのアドレスを、
ＭＳＣ識別子として提供する。呼配送、ＳＭＳ配送、またはメッセージ待機通知に関して
、この移動局に関連する、ＭＳＣ／ＶＬＲ宛の将来のすべてのメッセージは、ＤＷ　ＭＳ
Ｃ／ＶＬＲをエミュレートするＩＩＦにルーティングされる。このようなメッセージは、
適当な場合には（例えば、ＳＭＳメッセージまたはメッセージ待機通知の場合）、ＭＳに
サービスを提供するＳＧＳＮに送信される。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ自体が、一部のこのような
メッセージを生成または翻訳することも可能である。
【００１９】
本発明のもう１つの特徴によれば、サービング電気通信システムは、上記のようにＳＭＳ
メッセージとして移動局へ伝達されるメッセージ、指示、またはイベントを生成すること
が可能である。場合によっては、メッセージ、指示、またはイベントは、移動機によって
特別な機能に使用されるために、または、ユーザに対して表示するために、例えば、ＩＩ
Ｆ／ＭＳＣ／ＶＬＲによって、ＤＷサービングシステムのフォーマットから、適当なＳＭ
Ｓメッセージに翻訳されなければならない。例えば、ネットワークが、ＧＰＲＳ専用また
はパケット専用モードで登録されたＭＳ宛の音声または回線交換呼を受け取った場合、こ
の呼は、移動機へ配送されることができない。このため、この呼は、ＤＷホームネットワ
ークに位置するボイスメールシステムへ転送されるというような、適当な処理を受ける。
発呼者が、ボイスメールメッセージを残すことを選択した場合、ボイスメールシステムは
、独自のインタフェースを用いて、サービングＤＷシステムのＨＬＲに、メッセージ待機
状態について通知することが可能である。ＤＷ　ＨＬＲは、好ましくは、メッセージ待機
指示を含む許可指令（ＱｕａｌＤｉｒ：Qualification Directive）メッセージを（ＤＷ
プロトコルで）ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムのＩＩＦ／ＭＳＣ／ＶＬＲに送信する。ＩＩＦ
は、移動局による使用のために、このメッセージを、メッセージ待機指示を含む適当なＳ
ＭＳメッセージに翻訳する。ＩＩＦは、このメッセージをサービングＳＧＳＮに送信し、
サービングＳＧＳＮは、それをＧＳＭ移動局へ伝達する。同様のプロセスは、移動局が音
声または回線交換サービスの機能を有しそれに登録されているが何らかの理由でＧＰＲＳ
到達不能である場合にも起こりうる。しかし、その場合には、オプションとして、ＳＭＳ
メッセージが、サービングＳＧＳＮを介しての代わりに、サービングＧＳＭ　ＭＳＣを介
して配送されることも可能である。
【００２０】
本発明のもう１つの特徴によれば、移動局へ呼配送が試みられたが配送できない場合（例
えば、移動局がＧＰＲＳ専用またはパケット専用モードで登録をしたため、または、サー
ビングネットワークが音声または回線交換呼またはサービスを配送する能力を有しないた
め）、ＩＩＦは、移動局へ配送するための配送失敗呼指示を生成することが可能である。
ＩＩＦは、適当なテキストを含む移動機着信－ショートメッセージ転送（ＭＴ－ＦＳＭ：
Mobile Terminating-Forward Short Message）メッセージを作成する。例えば、このメッ
セージは、配送失敗呼と、被呼者にとって有用な発呼者番号、発呼者名、またはその他の
同様の情報について言及することが可能である。このメッセージは、他のＳＭＳメッセー
ジと同様に配送される。なお、ＧＳＭ　ＨＬＲにおいて、または、ＧＳＭ　ＨＬＲによっ
て検出される「加入者到達不能」条件により加入者が呼を受けそこなった場合に、ＧＳＭ
　ＨＬＲが加入者へのそのようなＳＭＳメッセージを生成することも可能である。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明の特徴に従って構成される電気通信システムは、さまざまな実施例において、音声
信号、データ、ビデオ、およびその他の任意の内容を伝える通信を提供することが可能で
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ある。以下、「呼」という用語は、本明細書において、複数の加入者端末（またはその他
のエンドポイント）の間での、電気通信システムまたはネットワークを介しての情報転送
のセッションを指すために用いられる。「呼」という用語は、概して、媒体あるいは内容
にかかわらず、また、通信が回線型、コネクション型、またはセッション型であるかどう
かにかかわらず、任意の呼、サービス、コネクション、セッション、パケット、もしくは
データグラム、またはこれらの任意の関連づけられたグループあるいはストリームを指す
ことを意図している。したがって、「呼」という用語は、従来の回線交換音声呼、パケッ
ト音声呼、回線交換データ呼、コネクションレス呼、またはパケットデータ呼、およびそ
れらのマルチメディア版を含むことを意図しているが、これらには限定されない。
【００２２】
本発明は、電気通信システムに関し、これはマルチメディア電気通信システムを含む。本
発明のシステムは、アナログ電子システム、ディジタル電子システム、マイクロプロセッ
サおよびその他の処理要素、ならびに、このようなシステムおよび処理要素とともに方法
、プロセス、またはポリシーを実行するためのソフトウェアおよびその他のステップ、命
令などの実装された集まり、を含むさまざまな電子技術および光技術を用いて実現可能で
あるが、これらには限定されない。ここに記載する実施例は例示である。したがって、理
解されるように、実施例は特定の技術に関して記述されるが、本発明の技術思想を保持し
つつ、他の等価な技術を用いてシステムを実現することも可能である。
【００２３】
理解されるように、電気通信技術において、さまざまなリード、バス、データパス、デー
タ構造、チャネル、バッファ、およびその他の通信パスが、情報または信号を伝えるため
の設備、構造、または方法を実現するために使用可能であり、それらはしばしば機能的に
等価である。したがって、特に断らない限り、信号あるいは情報を伝えるための装置ある
いはデータ構造への言及は、すべての機能的に等価な装置およびデータ構造を一般的に指
すことを意図している。
【００２４】
本発明の特徴によれば、サービングＧＳＭあるいはＧＰＲＳシステムと、ある一定の「ド
メスティックワイヤレス」システムとのインターワーキングおよびインターオペラビリテ
ィを可能にする電気通信システムコンポーネントおよびそれとともに用いられる方法が提
供される。本発明によれば、このようなドメスティックワイヤレスシステムをホームとす
るが、ＧＰＲＳ専用モードでサービングシステムに登録されている移動局は、サービング
システムからサービスを受けることが可能となる。「ドメスティックワイヤレス」（ＤＷ
）という用語は、一般に北米で用いられているＴＤＭＡ、ＣＤＭＡ、およびアナログセル
ラシステムのＡＮＳＩまたはそれと同等の標準と互換性のある、あるいは他の同様のシス
テムと互換性のある、非ＧＳＭシステムを指すことを意図している。このシステムは、サ
ービングＧＰＲＳネットワークとホームネットワークの間のインターワーキングおよびイ
ンターオペラビリティに必要な一定の機能およびサービスを提供する、ＧＰＲＳインター
ワーキング・インターオペラビリティ機能コンポーネント（以下、ＩＩＦという）を有す
る。
【００２５】
図３は、本発明により構成された、選択されたネットワーク要素を含む、第１実施例３０
０を示すブロック図である。ＧＳＭ・ＧＰＲＳサービングシステム３５０は、ドメスティ
ックワイヤレス（ＤＷ）ホームシステム３５２に接続される。破線３５４は、２つのシス
テム３５０と３５２の間の境界を表す。サービングシステム３５０と互換性があるがＤＷ
ホームシステム３５２をホームとする移動局（ＭＳ）３５６は、サービングシステム３５
０のカバレジエリアに存在する。ＭＳ３５６は、無線リンク３５８を介して、サービング
システム３５０の無線機器３６０と通信する。この無線機器は、リンク３１０を介してＧ
ＳＭ移動通信交換センタ（ＭＳＣ）３６２に、および、リンク３１２を介してＧＰＲＳの
サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）３６４に、接続される。ＭＳＣ３６２お
よびＳＧＳＮ３６４はそれぞれ、サービングシステム３５０の一部または同じ技術ファミ
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リの他のシステムの一部であるような、１つ以上の対応する要素（図示せず）に接続され
ることが可能である。ＭＳＣ３６２およびＳＧＳＮ３６４は、ＧＳＭおよびＧＰＲＳ標準
に準拠した適当なコンポーネントを用いて実現可能である。
【００２６】
図３において最もよく理解されるように、ＤＷホームシステム３５２は、ＧＰＲＳインタ
ーワーキング・インターオペラビリティ機能（ＧＰＲＳ　ＩＩＦ）３８０、ＧＳＭインタ
ーワーキング・インターオペラビリティ機能（ＧＳＭ　ＩＩＦ）３７０、ＡＮＳＩ／ＤＷ
ホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）３７８、およびＤＷメッセージセンタ３８８を有
する。ＡＮＳＩ／ＤＷ　ＨＬＲ３７８は、リンク３９４を介してＧＳＭ　ＩＩＦ３７０に
、および、リンク３０２を介してＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に、接続される。ＤＷメッセー
ジセンタ３８８は、リンク３９６を介してＧＳＭ　ＩＩＦ３７０に、および、リンク３０
８を介してＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に、接続される。ＡＮＳＩ／ＤＷ　ＨＬＲ３７８とＤ
Ｗメッセージセンタ３８８は、リンク３９８を介して相互接続される。ＡＮＳＩ／ＤＷＨ
ＬＲ３７８およびＤＷメッセージセンタ３８８は、ＤＷホームシステム３５２の標準に準
拠した適当なコンポーネントを用いて実現可能である。ＡＮＳＩ／ＤＷ　ＨＬＲ３７８は
、好ましくは、他のＭＳＣ／ＶＬＲとトラフィックを交換することが可能なように、リン
ク３９０を介して１つ以上の他のＭＳＣ／ＶＬＲ（図示せず）に接続される。ＤＷメッセ
ージセンタ３８８は、好ましくは、他のメッセージセンタとトラフィックを交換すること
が可能なように、リンク３９２を介して１つ以上の他のメッセージセンタ（図示せず）に
接続される。
【００２７】
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＧＰＲＳ　ＨＬＲの機能を提供し、または、その機能をエミ
ュレートするとともに、他のＧＰＲＳ　ＨＬＲとは本質的に区別できないように、サービ
ングＧＰＲＳ／ＧＳＭシステム３５０とインタフェースする、ＧＰＲＳ　ＨＬＲコンポー
ネント３８２を有する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０はまた、通常のＳＭＳ－ＳＣの機能を提
供し、またはエミュレートする、ＧＰＲＳショートメッセージサービス・サービスセンタ
（ＳＭＳ－ＳＣ）コンポーネント３８４を有する。これに応じて、ＧＰＲＳ　ＨＬＲコン
ポーネント３８２は、リンク３０６を介してＳＧＳＮ３６４に接続され、ＧＰＲＳ　ＳＭ
Ｓ－ＳＣ３８４は、リンク３０８の続きを介してＳＧＳＮ３６４に接続される。ＧＰＲＳ
　ＩＩＦ３８０はまた、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ：Gateway GPRS
 Support Node）（図示せず）への標準のＧｃインタフェース（図示せず）を有すること
も可能である。
【００２８】
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０はさらに、ＡＮＳＩ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲの機能を提供し、ま
たはその機能をエミュレートするとともに、他のＡＮＳＩ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲとは本
質的に区別できないように、ホームＡＮＳＩ／ＤＷシステム３５２とインタフェースする
、ＡＮＳＩ／ＤＷ移動通信交換センタ／在圏ロケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬＲ）コ
ンポーネント３８６を有する。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０の上記のコンポーネントはさらに
、ＡＮＳＩ／ＤＷシステムのメッセージを、ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムの機能的に等価な
メッセージに、およびその逆に翻訳するとともに、システム間の翻訳を実行するために必
要に応じて状態情報を管理する設備を有する。
【００２９】
ＧＳＭ　ＩＩＦ３７０は、ＧＳＭ　ＨＬＲの機能を提供し、または、その機能をエミュレ
ートするとともに、他のＧＳＭ　ＨＬＲとは本質的に区別できないように、サービングＧ
ＳＭ／ＧＰＲＳシステム３５０とインタフェースする、ＧＳＭ　ＨＬＲコンポーネント３
７２を有する。ＧＳＭ　ＩＩＦ３７０はまた、通常のＳＭＳ－ＳＣの機能を提供し、また
はエミュレートする、ＧＳＭショートメッセージサービス・サービスセンタ（ＳＭＳ－Ｓ
Ｃ）コンポーネント３７４を有する。これに応じて、ＧＳＭ　ＨＬＲコンポーネント３７
２は、リンク３０４を介してＭＳＣ３６２に接続され、ＧＳＭ　ＳＭＳ－ＳＣ３７４は、
リンク３９６の続きを介してＭＳＣ３６２に接続される。ＧＳＭ　ＩＩＦ３７０はさらに
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、ＡＮＳＩ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲの機能を提供し、またはその機能をエミュレートする
とともに、他のＡＮＳＩ／ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲとは本質的に区別できないように、ホー
ムＡＮＳＩ／ＤＷシステム３５２とインタフェースする、ＡＮＳＩ／ＤＷ移動通信交換セ
ンタ／在圏ロケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬＲ）コンポーネント３７６を有する。Ｇ
ＳＭ　ＩＩＦ３７０の上記のコンポーネントはさらに、ＡＮＳＩ／ＤＷシステムのメッセ
ージを、ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムの機能的に等価なメッセージに、およびその逆に翻訳
するとともに、システム間の翻訳を実行するために必要に応じて状態情報を管理する設備
を有する。
【００３０】
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、好ましくは、ＧＳＭ　ＩＩＦ３７０と協調して動作し、いく
つかの実施例では、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０およびＧＳＭ　ＩＩＦ３７０の機能は、結合
ＩＩＦ３６８として図示されているように、単一のＩＩＦユニットに統合あるいは結合さ
れることが可能である。
【００３１】
実施例３００（前述）および４００（後述）に関して、移動局３５６は、サービングシス
テム３５０あるいはホームシステム３５２において、登録のさまざまな状態を占めること
が可能である。移動局の初期登録状態と、移動局３５６がその登録状態に対してなす変更
とは、その後の登録、呼配送、およびメッセージ配送が実行される態様に影響を及ぼすこ
とがある。以下の説明では、４つの具体的な初期登録状態のシナリオのそれぞれについて
、登録、呼配送、およびメッセージ配送を実行するのに必要なメッセージフローおよび関
連するステップを考える。
【００３２】
第１のシナリオでは、ＤＷネイティブのＭＳ３５６はアイドル状態であり、どのネットワ
ークにも登録されていない。ＭＳがＧＰＲＳネットワーク３５０（より正確には、そのＳ
ＧＳＮ３６４）に登録をするとき、ＧＰＲＳ位置更新が実行され、ＧＰＲＳ　ＨＬＲをエ
ミュレートするＩＩＦコンポーネント３８２に送られなければならない。その場合、ＧＰ
ＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＭＳ３５６がちょうどＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をしたかの
ように装い、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＲＥＧＮＯＴをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７
８（これは、ＩＩＦアドレスをＭＳＣ／ＶＬＲおよびＶＬＲアドレスとして記録する）に
送る。
【００３３】
その後、呼配送アテンプトの結果、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、（ＡＮＳＩ
－４１ネットワークにおけるＭＳＣ／ＶＬＲのように作用する）ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０
に問合せを行う。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＭＳがＧＰＲＳ専用でアタッチされている
ことを検出し、したがって「到達不能」型の指示で応答し、二次的な処理（例えば、アナ
ウンスが再生されるか、あるいは、呼が転送される）が行われることになる。その時点で
、ＩＩＦは、加入者が呼を受けそこなったことを示すとともに、その呼の発信者の発呼者
番号を示す、ＧＰＲＳ専用ＭＳへのＳＭＳメッセージを生成することも可能である。
【００３４】
加入者宛のすべての到来するＳＭＳメッセージは、加入者がＧＰＲＳアタッチされている
場合にＧＳＭフォーマットに変換するために、ＡＮＳＩ－４１　ＭＣ３８８によってＧＰ
ＲＳ　ＩＩＦ３８０に送られる。メッセージセンタ３８８は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　Ｈ
ＬＲ３７８に問合せを行い、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ＨＬＲ３７８は、ＭＣ３８８に対して
、「ショートメッセージ配送ポイントツーポイント」（ＳＭＤＰＰ：Short Message Deli
very Point-to-Point）メッセージをＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送るよう通知する（これ
は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＭＳがＭＳＣ／ＶＬＲに登録されているか
のように動作するためである）。次に、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＧＳＭフォーマット
ＳＭＳメッセージ（ＦＳＭ：formatted SMS message）をＳＧＳＮ３６４に送る（これは
、ＭＳがパケット専用で登録されているためである）。ＭＳが後でＴＤＭＡＭＳＣ／ＶＬ
Ｒに登録をする場合、そのＭＳＣ／ＶＬＲはＲＥＧＮＯＴをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬ



(11) JP 4104333 B2 2008.6.18

10

20

30

40

50

Ｒ３７８に送ることになる。その場合、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＲＥＧ
ＣＡＮＣをＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送り、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、Cancel Locatio
nをＳＧＳＮ３６４に（ＧＰＲＳアタッチの場合）送ることになる。
【００３５】
第２のシナリオでは、ＤＷネイティブのＭＳ３５６は現在、ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２のよう
なＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録されている。ＭＳがＧＰＲＳネットワーク３５０（ＳＧ
ＳＮ３６４）に登録をするとき、ＧＰＲＳ位置更新が実行され、ＧＰＲＳ　ＨＬＲをエミ
ュレートするＩＩＦコンポーネント３８２に送られる。ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３
７８はすでにＭＳＣ／ＶＬＲおよびＶＬＲアドレスとしてＩＩＦアドレスを有するため、
ＩＩＦ３６８は、ＭＳがちょうどＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をしたところであるよう
に装う必要はない。
【００３６】
その後、呼配送アテンプトの結果、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＩＩＦ３６
８に問合せを行い、ＩＩＦ３６８は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ネットワークにおけるＭＳＣ
／ＶＬＲのように作用する。ＩＩＦ３６８は、カスタマがＧＳＭ回線交換アタッチされて
いるとともにＧＰＲＳアタッチされていることを検出し、ＧＡＩＴ標準仕様で通常行われ
るように、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２に問合せを行う。ＭＳ３５６が、到達不能指示
により呼を受けそこなった場合（これは、ＩＩＦ３６８でそのように識別された場合か、
または、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２が、ＰＲＮエラー｛不在加入者｝（PRN error{ab
sent subscriber}）メッセージで応答した場合に起こりうる）、ＩＩＦ３６８は、加入者
が呼を受けそこなったことを示すとともに、その呼の発信者の発呼者番号を示す、ＳＭＳ
メッセージを生成することも可能である。ＩＩＦ３６８は、配送のために、ＳＧＳＮ３６
４またはＭＳＣ／ＶＬＲ３６２のいずれを介してＳＭＳメッセージを送信すべきかを判断
する。
【００３７】
加入者宛のすべての到来するＳＭＳメッセージは、ＧＳＭフォーマットに変換するために
、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＭＣ３８８によってＩＩＦ３６８に送られる。メッセージセン
タ３８８は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８に問合せを行い、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４
１　ＨＬＲ３７８は、ＭＣ３８８に対して、ＳＭＤＰＰメッセージをＩＩＦ３６８に送る
よう通知する。（ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲは、ＭＳ３５６がＭＳＣ／ＶＬＲに登録
されているかのように動作する。）次に、ＩＩＦは、ＧＳＭフォーマットＳＭＳメッセー
ジ（ＦＳＭ）をＳＧＳＮまたはＭＳＣ／ＶＬＲのいずれに送るかを判断する。ＭＳ３５６
は、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２およびＧＰＲＳ　ＳＧＳＮ３６４の両方に登録されて
いるため、ＩＩＦは、ＳＭＳメッセージの送り先のエンティティを制御する適当な優先度
を決定する。例えば、ＧＰＲＳ　ＳＧＳＮ３６４が最高の優先度を有し、ＧＳＭ　ＭＳＣ
／ＶＬＲ３６２が次の優先度を有することが可能である。この優先度は、ＭＳが一方のノ
ードに到達不能であることをＩＩＦが検出したかどうかに依存してオーバーライド（無効
化）されることも可能である。ＭＳ３５６が後でＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をする
場合、そのＭＳＣ／ＶＬＲはＲＥＧＮＯＴメッセージをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３
７８に送ることになる。その場合、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＲＥＧＣＡ
ＮＣメッセージをＩＩＦ３６８に送り、ＩＩＦ３６８は、ロケーション取消し(Cancel Lo
cation)メッセージをＳＧＳＮ３６４に（ＧＰＲＳアタッチの場合）送ることになる。
【００３８】
第３のシナリオでは、ＤＷネイティブのＭＳ３５６は現在、ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２のよう
なＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲと、ＳＧＳＮ３６４のようなＧＰＲＳ　ＳＧＳＮの両方に登録
されている。移動局３５６がＧＳＭ専用デタッチ(detach)を実行した場合、ＩＩＦ３６８
（これは、ＧＳＭ　ＨＬＲをエミュレートしている）には通知されない。このため、ＩＩ
Ｆ３６８およびＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＭＳ３５６がＩＩＦ３６８のＤ
Ｗ／ＡＮＳＩ－４１　ＭＳＣ／ＶＬＲエミュレーティングコンポーネント３７６に登録さ
れているかのように動作し続ける。しかし、ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ３６２が、MS-Purge
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dをＩＩＦ３６８のＧＳＭ　ＨＬＲエミュレーティングコンポーネント３７２に送った場
合、ＩＩＦ３６８は、記憶されている回線交換プロファイルデータを削除することになる
。さらに、ＩＩＦ３６８は、ＡＮＳＩ－４１　MS-InactiveメッセージをＤＷ／ＡＮＳＩ
－４１　ＨＬＲ３７８に送らない。その理由は、ＨＬＲ３７８は、ＭＳが現在ＧＳＭ　Ｍ
ＳＣ／ＶＬＲに登録されているかのように動作し続けなければならないからである。ＭＳ
３５６が後で同一のまたは異なるＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をする場合、ＩＩＦ３６
８は、プロファイル情報を取得するためにそのＨＬＲにＲＥＧＮＯＴメッセージを送るこ
とが必要となる。ＭＳが後でＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をする場合、そのＭＳＣ／
ＶＬＲはＲＥＧＮＯＴメッセージをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８に送り、ＤＷ／
ＡＮＳＩ－４１ＨＬＲ３７８は、ＲＥＧＣＡＮＣメッセージをＩＩＦ３６８に送る。そし
て、ＩＩＦ３６８は、ロケーション取消し(Cancel Location)メッセージを、ＧＳＭＭＳ
Ｃ／ＶＬＲ３６２に（ＣＳアタッチの場合）、あるいはＳＧＳＮ３６４に（ＧＰＲＳアタ
ッチの場合）、送ることになる。
【００３９】
第４のシナリオでは、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ネイティブのＭＳ３５６はアイドル状態であ
り、現在ＤＷ／ＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録されている。このシナリオの登録部分を
実行するために必要なメッセージ交換は、以下で図５に関して詳細に説明する。この場合
、ＭＳ３５６は、ＧＰＲＳネットワーク３５０（ＳＧＳＮ３６４）に登録を行い、ＧＰＲ
Ｓ位置更新が実行され、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０のＧＰＲＳ　ＨＬＲエミュレーティング
コンポーネント３８２に送られる。その場合、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＭＳ３５６が
ちょうどＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をしたかのように装う。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０
は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＲＥＧＮＯＴメッセージをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３
７８に送る。ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０のアドレ
スを、ＭＳＣ／ＶＬＲおよびＶＬＲアドレスとして記録する。
【００４０】
その後、呼配送アテンプトの結果、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＧＰＲＳ　
ＩＩＦ３８０のＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＭＳＣ／ＶＬＲエミュレーティングコンポーネン
ト３８６に問合せを行う。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＭＳがＧＰＲＳ専用でアタッチさ
れていることを検出し、したがって「到達不能」型の指示で応答する。その結果、二次的
な処理（例えば、アナウンスが再生されるか、あるいは、呼が転送される）が適用される
ことになる。その時点で、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、加入者が呼を受けそこなったこと
を示すとともに、その呼の発信者の発呼者番号を示す、ＧＰＲＳ専用ＭＳへのＳＭＳメッ
セージを生成することも可能である。
【００４１】
加入者宛のすべての到来するＳＭＳメッセージは、加入者がＧＰＲＳアタッチされている
場合にＧＳＭフォーマットに変換するために、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ＭＣ３８８によって
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送られる。メッセージセンタ３８８は、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１
　ＨＬＲ３７８に問合せを行い、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＭＣ３８８に
対して、ＳＭＤＰＰメッセージをＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送るよう通知する。（ＤＷ／
ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８は、ＭＳ３５６がＭＳＣ／ＶＬＲに登録されているかのよ
うに動作し続ける。）ＭＳ３５６はパケット専用で登録されているため、ＧＰＲＳ　ＩＩ
Ｆ３８０は、ＧＳＭフォーマットＳＭＳメッセージ（ＦＳＭ）をＳＧＳＮ３６４に送信す
る。ＭＳが後でＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録をする場合、そのＭＳＣ／ＶＬＲはＲＥ
ＧＮＯＴメッセージをＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８に送ることになる。ＤＷ／Ａ
ＮＳＩ－４１　ＨＬＲは、ＲＥＧＣＡＮＣメッセージをＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送り、
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ロケーション取消し(Cancel Location)メッセージをＳＧＳ
Ｎ３６４に（ＧＰＲＳアタッチの場合）送る。
【００４２】
図５に、移動局が、前にＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ネットワークに登録をしており、その後で
ＧＰＲＳ専用サービスを要求するときのメッセージフローを示す。ＡＮＳＩ－１３６また
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はその他のＤＷネイティブのＭＳが、前にＤＷ／ＡＮＳＩ－４１ネットワークに登録をし
た後で、ＧＰＲＳ専用サービスを要求するとき、ＭＳは、そのＩＭＳＩを用いて、ＧＰＲ
Ｓ位置更新を実行する。この場合、ＩＩＦは、ＧＰＲＳおよびＧＳＭ　ＨＬＲ／認証セン
タ（ＡｕＣ：Authorization Center）およびＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＶＬＲの両方をエミ
ュレートする。加入者のＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲの視点から見ると、この状況は、
加入者が別のＡＮＳＩ－１３６　ＭＳＣ／ＶＬＲに登録される状況と区別することができ
ない。
【００４３】
ステップ５１０で、ＭＳ３５６が起動し、ＧＳＭネットワークにおいてＧＰＲＳアタッチ
(GPRS Attach)５６０を実行する。ステップ５１２で、サービングＧＰＲＳサポートノー
ド（ＳＧＳＮ）３６４は、認証を実行するための認証情報（認証トリプレット）を有しな
い場合、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に認証情報を要求する（メッセージ５６２）。ＩＩＦは
、この場合、ＧＳＭ　ＨＬＲ／ＡｕＣをエミュレートする。ステップ５１４で、ＧＰＲＳ
　ＩＩＦ３８０は、必要な認証情報を返す（メッセージ５６４）。ステップ５１６で、Ｓ
ＧＳＮ３６４は、ＭＳ３５６へ向けて認証を開始する（メッセージ５６６）。
【００４４】
ステップ５１８で、ＭＳ３５６は、認証要求に応答する（メッセージ５６８）。ステップ
５２０で、ＳＧＳＮ３６４は、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に向けてＧＰＲＳ位置更新を開始
する。位置更新要求(Update Location Request)メッセージ５７０は、ＩＭＳＩを含む。
ステップ５２２で、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＧＰＲＳサービス要求に権限があるかど
うかを確認する。ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲも、サービスに権限を付与することがで
きる。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲ５０２から加入者の対応す
る回線交換サービス登録を削除するために、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＶＬＲをエミュレー
トし、ＤＷ／ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８へＲＥＧＮＯＴ　ＩＮＶＯＫＥメッセージ５
７２を発行する。必要であれば、位置更新要求内の加入者ＩＭＳＩが対応するＭＩＮにマ
ッピングされる。
【００４５】
ステップ５２４で、ＨＬＲ３７８は、その位置情報を更新し、ＲＥＧＣＡＮＣ（ＲＥＧＣ
ＡＮ）メッセージ５７４を前のＶＬＲ５０２に送ることによって、前のＶＬＲレコードを
削除する。ステップ５２６で、ＶＬＲは、メッセージ５７６で、ＲＥＧＣＡＮＣに対して
確認応答する。ステップ５２８で、ＨＬＲ３７８は、ｒｅｇｎｏｔ確認メッセージ５７８
を返す。通常、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ｒｅｇｎｏｔ確認メッセージ５７８で受信さ
れるプロファイルデータを記憶することを必要としない。その理由は、ＭＳがＧＰＲＳア
タッチされているだけである（そして、プロファイルは回線交換固有のものである）から
である。しかし、ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲからの一部のＳＭＳ固有のプロビジョニングさ
れたデータがＧＰＲＳ　ＳＭＳのために用いられることになっている場合、または、後で
ＧＳＭ　ＩＩＦが使用するためにデータを記憶しておきたい場合（例えば、加入者がＭＳ
Ｃに登録をする場合）、ＩＩＦ３６８はプロファイルデータを記憶することも可能である
。
【００４６】
ステップ５３０で、（ＧＰＲＳ　ＨＬＲをエミュレートする）ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は
、ＳＧＳＮ３６４に向けて、ＧＳＭ　ＭＡＰ加入者データ挿入(ＩＳＤ：Insert Subscrib
er Data)メッセージ５８０を送る。この手続きは、加入者データをＳＧＳＮ３６４にダウ
ンロードするために用いられる。ＳＧＳＮへの加入者データの転送を完了するために、複
数の加入者データ挿入トランザクションが必要となることもある。ステップ５３２で、Ｓ
ＧＳＮ３６４は、メッセージ５８２を用いて、ＩＳＤオペレーションに対して確認応答す
る。ステップ５３４で、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０が加入者データ挿入オペレーションに対
する確認応答を受信した後、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＧＰＲＳ位置更新要求に対する
確認メッセージ５８４を返す。ステップ５３６で、ＳＧＳＮ３６４は、メッセージ５８６
を用いて、ＧＰＲＳアタッチ要求に対して確認応答する。
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【００４７】
本発明のもう１つの特徴によれば、サービングＧＰＲＳネットワークを通じて移動局にＳ
ＭＳ型メッセージが着信することを可能にする、電気通信システムコンポーネントおよび
それとともに用いられる方法が提供される。本発明によれば、移動局は、異なる技術ファ
ミリまたはプロトコルのネットワークをホームとし、移動局は、ＧＰＲＳ専用またはパケ
ット専用モードで登録される。移動局のための呼配送またはＳＭＳ配送アテンプトが、Ｄ
Ｗ　ＨＬＲへの問合せを引き起こした場合、ＤＷ　ＨＬＲは、前に登録手続き中にＩＩＦ
から受け取った、ＳＧＳＮに対応するＧＰＲＳ　ＩＩＦ／ＭＳＣ／ＶＬＲのアドレスを、
ＭＳＣ識別子として提供する。呼配送、ＳＭＳ配送、またはメッセージ待機通知に関して
、この移動局に関連する、ＭＳＣ／ＶＬＲ宛の将来のすべてのメッセージは、ＤＷ　ＭＳ
Ｃ／ＶＬＲをエミュレートするＩＩＦにルーティングされる。このようなメッセージは、
適当な場合には（例えば、ＳＭＳメッセージまたはメッセージ待機通知の場合）、ＭＳに
サービスを提供するＳＧＳＮに送信される。ＧＰＲＳ　ＩＩＦ自体が、一部のこのような
メッセージを生成または翻訳することも可能である。
【００４８】
図６は、ＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局がＧＰＲＳ専用モードで登録した場合に、ＤＷ／Ａ
ＮＳＩメッセージセンタによって受信されたメッセージをその移動局へ配送するために、
図３および図４のそれぞれの実施例３００および４００とともに用いられるメッセージ生
成・伝達ステップを示すメッセージフロー図である。ステップ６１０で、ＤＷ／ＡＮＳＩ
－４１メッセージセンタ（ＭＣ）３８８は、引数として移動局のＭＩＮ（ＭＳＩＳＤＮ）
とＳＭＳ通知インジケータ(Notification Indicator)を含むＳＭＳ要求起動(SMSRequest 
Invoke)メッセージ（ＳＭＳＲＥＱ）６６０をＨＬＲ３７８へ送信する。ステップ６１２
で、ＨＬＲ３７８は、メッセージがＭＳへ転送されるべきかどうかを判断し、SMS_Addres
s（ＳＭＳアドレス）をＩＩＦアドレスにセットして（これはポイントコードまたはＥ．
１６４アドレスとすることが可能である）、ＳＭＳ要求結果返信(SMSRequest Return Res
ult)メッセージ（ｓｍｓｒｅｑ）６６２で、ＭＣ３８８へ応答を送信する。
【００４９】
ステップ６１４で、ＭＣ３８８は、ショートメッセージ配送ポイントツーポイント（ＳＭ
ＤＰＰ）メッセージ６６４を作成し、それをＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０へ送信する。オプシ
ョンとして、このメッセージは、ＳＭＤＰＰメッセージ内にカプセル化されたＧＳＭホス
トＳＭＳテレサービス（ＧＨＯＳＴ：GSM-Hosted SMS Teleservice）メッセージの形をと
ることも可能である。ステップ６１６で、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ショートメッセー
ジ転送（ＦＳＭ：FORWARD SHORT MESSAGE）６６６を作成する。メッセージがＧＨＯＳＴ
フォーマットであった場合、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０はＧＨＯＳＴカプセル化をはぎ取る
。ＩＩＦは、第１の選択肢として、ＦＳＭ６６６をＳＧＳＮ３６４へルーティングする。
【００５０】
別法として、ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、ＦＳＭ６６６をＧＳＭ　ＭＳＣへ送ることも可
能である。一部のシステムでは、ＨＬＲは、移動局または加入権に対応する、加入者の制
御下で有効化されることが可能な「移動機到達不能」フラグを管理していることがある。
そのフラグがセットされている場合、ＧＳＭ　ＭＳＣへのＦＳＭ６６６の送信は抑制され
ることになる。
【００５１】
次のステップ（図示せず）で、ＳＧＳＮ３６４は、ＦＳＭメッセージ６６６で受信した情
報（ＧＳＭ　ＳＭＳ　ＲＰデータと呼ばれる）をＣＰ－ＤＡＴＡメッセージ内に入れ、Ｇ
ＳＭ無線インタフェースを通じてそれを移動局へ配送する。移動局は、ＣＰ－ＤＡＴＡお
よびＲＰ－ＤＡＴＡメッセージの受信に対して、それぞれＣＰ－ＡＣＫおよびＣＰ－ＡＣ
Ｋ［ＲＰ－ＡＣＫ］を介して確認応答する。ステップ６１８で、移動局からのＲＰ－ＡＣ
Ｋメッセージの受信に成功すると、ＳＧＳＮ３６４は、ショートメッセージ転送確認(For
ward Short Message)６６８をＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に返送する。ステップ６２０で、
ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０は、受信したショートメッセージ転送確認を、ＳＭＤＰＰ結果返
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信(Return Result)メッセージ（ｓｍｄｐｐ［ＡＣＫ］）６７０にマッピングし、それを
ＭＣ３８８に送る。
【００５２】
本発明のもう１つの特徴によれば、サービング電気通信システムは、上記のようにＳＭＳ
メッセージとして移動局へ伝達されるメッセージ、指示、またはイベントを生成すること
が可能である。例えば、移動局へ呼を配送しようとして失敗した結果として、移動局宛の
メッセージが生成される。メッセージは、待機中のボイスメールメッセージがあることを
示すため、または、移動局への呼の試みが失敗したことを示すために、移動局へ送信され
ることが可能である。場合によっては、メッセージ、指示、またはイベントは、移動機に
よって特別な機能に使用されるために、または、ユーザに対して表示するために、例えば
、ＩＩＦ／ＭＳＣ／ＶＬＲによって、ＤＷサービングシステムのフォーマットから、適当
なＳＭＳメッセージに翻訳されなければならない。
【００５３】
図４は、システム間のインターワーキングおよびインターオペラビリティのための、本発
明の特徴に従って構成された第２実施例４００を示す、ブロック図とメッセージフロー図
の結合図である。この図はさらに、ＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局が最初にＧＰＲＳ専用モ
ードで登録されているときに、この移動局へ試みられた呼配送を処理するために、実施例
４００とともに用いられるメッセージ生成・伝達ステップを示す。図４の実施例４００は
、図３の実施例３００と非常に類似しているが、実施例４００では、ＧＳＭおよびＧＰＲ
Ｓの両方のための単一の結合したインターワーキング・インターオペラビリティ機能４６
８が提供される。
【００５４】
図４において最もよく理解されるように、ＤＷ／ＡＮＳＩ　ＭＳＣ／ＶＬＲ５０２に到着
する音声あるいは回線交換呼は、アドレスメッセージ（ＩＡＭ：initial address messag
e）４２０で、呼が移動局３５６宛であることを示すことがある。ＭＳ３５６がＧＰＲＳ
専用またはパケット専用モードで登録されている場合、この呼は移動機に配送されること
ができない。このため、呼は、ＤＷホームネットワークに位置するボイスメール（音声メ
ッセージ）システム４５０へ転送されるというような、適当な処理を受ける。（ＩＡＭメ
ッセージ転送４３２参照。）メッセージ４２２～４３０は、従来のＡＮＳＩ－４１呼配送
メッセージである。
【００５５】
発呼者がボイスメールメッセージを残すことを選択した場合、ボイスメールシステム４５
０は、独自のインタフェースを用いて、サービングＤＷシステムのＨＬＲ３７８に、メッ
セージ待機状態について通知することが可能である。ＤＷ　ＨＬＲ３７８は、好ましくは
、メッセージ待機指示（ＭＷＮ：message waiting indication）を含む許可指令（Ｑｕａ
ｌＤｉｒ）メッセージ４３６を（ＤＷプロトコルで）ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムのＩＩＦ
／ＭＳＣ／ＶＬＲ４６８、３８６、３７６に送信する。ＩＩＦ４６８は、移動局３５６に
よる使用のために、このメッセージを、メッセージ待機指示を含む適当なＳＭＳメッセー
ジ４４２に翻訳する。ＩＩＦ４６８は、このメッセージ４４２をサービングＳＧＳＮ３６
４に送信し、サービングＳＧＳＮ３６４は、それをＧＳＭ移動局３５６へ伝達する。同様
のプロセスは、移動局３５６が音声または回線交換サービスの機能を有しそれに登録され
ているが何らかの理由で到達不能である場合にも起こりうる。しかし、その場合には、オ
プションとして、ＳＭＳメッセージ４３８が、サービングＳＧＳＮ３６４を介しての代わ
りに、サービングＧＳＭ　ＭＳＣ３６２を介して配送されることも可能である。
【００５６】
本発明のもう１つの特徴によれば、移動局３５６へ呼配送が試みられたが配送できない場
合（例えば、移動局がＧＰＲＳ専用またはパケット専用モードで登録をしたため、または
、サービングネットワークが音声または回線交換呼またはサービスを配送する能力を有し
ないため）、ＩＩＦ４６８は、移動局３５６へ配送するための配送失敗呼指示を生成する
ことが可能である。ＩＩＦ４６８は、適当なテキストを含む移動機着信－ショートメッセ
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ージ転送（ＭＴ－ＦＳＭ）メッセージ４２６を作成する。例えば、このメッセージは、配
送失敗呼と、被呼者にとって有用な発呼者番号、発呼者名、またはその他の同様の情報に
ついて言及することが可能である。このメッセージは、他のＳＭＳメッセージと同様に、
一般には図４に示したように、また、具体的には図７に示すように、配送される。なお、
ＧＳＭ　ＨＬＲにおいて、または、ＧＳＭ　ＨＬＲによって検出される「加入者到達不能
」条件により加入者が呼を受けそこなった場合に、ＧＳＭ　ＨＬＲが加入者へのそのよう
なＳＭＳメッセージを生成することも可能である。
【００５７】
図７は、ＧＰＲＳ専用サービスのためにアタッチされたＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局へ、
その移動局宛の呼の配送に失敗したことの指示を生成し配送するために、図３および図４
のそれぞれの実施例３００および４００とともに用いられるメッセージフローおよび関連
するメッセージ生成・伝達ステップを示す図である。ＩＩＦ４６８はすでに、自分自身を
（ＡＮＳＩ－４１　ＭＳＣ／ＶＬＲとして）ＡＮＳＩ－４１　ＨＬＲ３７８に登録してい
る。加入者はＧＰＲＳ専用サービスのためにアタッチされているため、到来する呼は加入
者へ配送可能でない。
【００５８】
ステップ７１０で、ＤＷ／ＡＮＳＩ　ＭＳＣ／ＶＬＲ５０２は、ＭＳ３５６に対する入呼
７６０を受け取る。ＭＳ３５６は、ＧＳＭネットワーク内をローミングしている。ステッ
プ７１２で、ＤＷ／ＡＮＳＩ　ＭＳＣ／ＶＬＲ５０２は、ＬＯＣＲＥＣメッセージ７６２
をＤＷ／ＡＮＳＩ　ＨＬＲ３７８に送る。ステップ７１４で、ＨＬＲ３７８は、（ＡＮＳ
Ｉ－４１　ＭＳＣ／ＶＬＲとして作用する）ＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０のアドレスを有し、
ＲＯＵＴＥＲＥＱメッセージ７６４をＧＰＲＳ　ＩＩＦ３８０に送る。
【００５９】
ステップ７１６で、ＩＩＦ４６８は、アドレスされた局が、ＧＳＭネットワーク内をロー
ミングしているＧＡＩＴ加入者であることを認識する。ＩＩＦは、その動的データから、
ＭＳはＧＰＲＳ専用サービスのためにアタッチされていることを知るため、呼配送をする
ことができない。ＩＩＦ４６８は、フィールド「AccessDeniedReason」（アクセス拒否理
由）を「No Page Response」（ページ応答なし）にセットして、ｒｏｕｔｅｒｅｑメッセ
ージ７６６を送信する。他のエラーまたは理由コードも使用可能である。ステップ７１８
で、ＨＬＲ３７８は、ｌｏｃｒｅｑメッセージ７６８をＤＷ／ＡＮＳＩ　ＭＳＣ／ＶＬＲ
５０２に返す。この時点で、発呼者は、二次的処理を受けることが可能である。
【００６０】
ＩＩＦ４６８は、ＧＳＭ　ＳＭＳ－ＳＣとして作用する機能を含む。この場合、ＩＩＦ４
６８は、（ＲＯＵＴＥＲＥＱメッセージ７６４から）利用可能な発呼者ＤＮを有する。ス
テップ７２０で、ＩＩＦ４６８は、ＳＭＳ－ＳＣとして作用し始め、配送失敗呼の発呼者
番号でＦＳＭ　ＳＭＳメッセージ７７０をＳＧＳＮ３６４に送る。ステップ７２２で、Ｓ
ＧＳＮ３６４は、発呼者のＤＮを含む移動機着信ＦＳＭ　ＳＭＳメッセージ７７２をＭＳ
３５６に配送し、確認応答を待機する。ステップ７２４で、ＳＧＳＮ３６４は、ＦＳＭ確
認メッセージ７７４をＩＩＦ４６８へ返送する。
【００６１】
【発明の効果】
以上述べたごとく、本発明によれば、サービングＧＳＭあるいはＧＰＲＳシステムと、あ
る一定の「ドメスティックワイヤレス」システムとのインターワーキングおよびインター
オペラビリティを可能にする電気通信システムコンポーネント
【００６２】
特許請求の範囲の発明の要件の後に括弧で記載した番号がある場合は、本発明の一実施例
の対応関係を示すものであって、本発明の範囲を限定するものと解釈すべきではない。お
よびそれとともに用いられる方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】ドメスティックワイヤレスサービングシステムと、ＧＳＭホームシステムを含む
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、相互接続されたネットワークの選択された要素のブロック図であり、システム間のイン
ターワーキングおよびインターオペラビリティのための従来技術の構成を示す。
【図２】ＧＳＭサービングシステムと、ドメスティックワイヤレスホームシステムを含む
、相互接続されたネットワークの選択された要素のブロック図であり、システム間のイン
ターワーキングおよびインターオペラビリティのための従来技術の構成を示す。
【図３】ＧＳＭ・ＧＰＲＳサービングシステムと、ドメスティックワイヤレスホームシス
テムを含む、相互接続されたネットワークの選択された要素のブロック図であり、システ
ム間のインターワーキングおよびインターオペラビリティのための、本発明の特徴に従っ
て構成された第１実施例３００を示す。
【図４】システム間のインターワーキングおよびインターオペラビリティのための、本発
明の特徴に従って構成された第２実施例４００を示す、ブロック図とメッセージフロー図
の結合図である。この図はさらに、ＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局が最初にＧＰＲＳ専用モ
ードで登録されているときに、この移動局へ試みられた呼配送を処理するために、実施例
４００とともに用いられるメッセージ生成・伝達ステップを示す。
【図５】ＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局をＧＰＲＳ専用モードで登録するために、図３およ
び図４のそれぞれの実施例３００および４００とともに用いられるメッセージ生成・伝達
ステップを示すメッセージフロー図である。
【図６】ＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局がＧＰＲＳ専用またはＧＳＭ／ＧＰＲＳモードで登
録した場合に、ＤＷ／ＡＮＳＩメッセージセンタによって受信されたメッセージをその移
動局へ配送するために、図３および図４のそれぞれの実施例３００および４００とともに
用いられるメッセージ生成・伝達ステップを示すメッセージフロー図である。
【図７】ＧＰＲＳ専用モードで登録されたＤＷ／ＡＮＳＩホーム移動局へ、その移動局宛
の呼の配送に失敗したことの指示を生成し配送するために、図３および図４のそれぞれの
実施例３００および４００とともに用いられるメッセージ生成・伝達ステップを示すメッ
セージフロー図である。
【符号の説明】
１１０　サービングＤＷシステム
１１２　ホームＧＳＭシステム
１１４　ＤＷ移動局
１１６　ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ
１１８　無線リンク
１２２　インターワーキング・インターオペラビリティ機能（ＩＩＦ）
１２４　ＨＬＲエミュレーション機能
１２６　ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲエミュレーション機能
１２８　信号転送ポイント（ＳＴＰ）
１３０　ＧＳＭ　ＨＬＲ
１３４　登録通知メッセージ
１３６　ＧＳＭプロトコル登録メッセージ
２１０　サービングＧＳＭシステム
２１２　ホームＤＷシステム
２１４　ＭＳ
２１６　ＧＳＭ　ＭＳＣ／ＶＬＲ
２２２　ＩＩＦ
２２４　ＧＳＭ　ＨＬＲ
２２６　ＤＷ　ＭＳＣ／ＶＬＲ
２３０　ＤＷ　ＨＬＲ
２３４　位置更新メッセージ
２３６　登録通知メッセージ
２３８　確認応答
３００　第１実施例
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３５０　ＧＳＭ・ＧＰＲＳサービングシステム
３５２　ドメスティックワイヤレス（ＤＷ）ホームシステム
３５６　移動局（ＭＳ）
３５８　無線リンク
３６０　無線機器
３６２　ＧＳＭ移動通信交換センタ
３６４　サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）
３６８　結合ＩＩＦ
３７０　ＧＳＭインターワーキング・インターオペラビリティ機能（ＧＳＭ　ＩＩＦ）
３７２　ＧＳＭ　ＨＬＲコンポーネント
３７４　ＧＳＭショートメッセージサービス・サービスセンタ（ＳＭＳ－ＳＣ）コンポー
ネント
３７６　ＡＮＳＩ／ＤＷ移動通信交換センタ／在圏ロケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬ
Ｒ）コンポーネント
３７８　ＡＮＳＩ／ＤＷホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）
３８０　ＧＰＲＳインターワーキング・インターオペラビリティ機能（ＧＰＲＳ
ＩＩＦ）
３８２　ＧＰＲＳ　ＨＬＲコンポーネント
３８４　ＧＰＲＳショートメッセージサービス・サービスセンタ（ＳＭＳ－ＳＣ）コンポ
ーネント
３８６　ＡＮＳＩ／ＤＷ移動通信交換センタ／在圏ロケーションレジスタ（ＭＳＣ／ＶＬ
Ｒ）コンポーネント
３８８　ＤＷメッセージセンタ
４００　第２実施例
４２０　アドレスメッセージ（ＩＡＭ）
４２６　移動機着信－ショートメッセージ転送（ＭＴ－ＦＳＭ）メッセージ
４３６　許可指令（ＱｕａｌＤｉｒ）メッセージ
４４２　ＳＭＳメッセージ
４５０　ボイスメール（音声メッセージ）システム
４６８　インターワーキング・インターオペラビリティ機能
５０２　ＴＤＭＡ　ＭＳＣ／ＶＬＲ（ＤＷ／ＡＮＳＩ　ＭＳＣ／ＶＬＲ）
５７０　位置更新要求メッセージ
５７２　ＲＥＧＮＯＴ　ＩＮＶＯＫＥメッセージ
５７４　ＲＥＧＣＡＮＣメッセージ
５７８　ｒｅｇｎｏｔ確認メッセージ
５８０　ＧＳＭ　ＭＡＰ加入者データ挿入メッセージ
６６０　ＳＭＳ要求起動メッセージ（ＳＭＳＲＥＱ）
６６２　ＳＭＳ要求結果返信メッセージ（ｓｍｓｒｅｑ）
６６４　ショートメッセージ配送ポイントツーポイント（ＳＭＤＰＰ）メッセージ
６６６　ショートメッセージ転送（ＦＳＭ）
６６８　ショートメッセージ転送確認
６７０　ＳＭＤＰＰ結果返信メッセージ（ｓｍｄｐｐ［ＡＣＫ］）
７６０　入呼
７６２　ＬＯＣＲＥＣメッセージ
７６４　ＲＯＵＴＥＲＥＱメッセージ
７６６　ｒｏｕｔｅｒｅｑメッセージ
７６８　ｌｏｃｒｅｑメッセージ
７７０　ＦＳＭ　ＳＭＳメッセージ
７７４　ＦＳＭ確認メッセージ
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